2012年5月9日
関　係　各　位
名古屋大学大学院国際言語文化研究科メディア・プロフェショナルコース
『メディアと社会』編集担当
『メディアと社会』掲載論文の募集
発刊の趣旨
本学術誌『メディアと社会』（Media and Society）は、メディアと社会に関する研究や実践の成果を、広く社会に還元するとともに、その研究と実践を促進し、異分野との交流も発展させ、次世代のメディアを担う高度専門家、ジャーナリスト、メディア研究者を育成することを目的とする。
Ⅰ　投稿資格　

申し込みの時点で以下のいずれかの要件を満たす者。以下の要件を満たせば連名の投稿も
可。　　　
1 国際言語文化研究科に在籍する修士課程ないしは博士課程の学生
2 国際言語文化研究科の修士課程ないしは博士課程の修了生
3 国際言語文化研究科の教員（特任、客員および非常勤教員を含む）
4 その他編集委員会が認めた者
Ⅱ　原稿の種類　
いずれの場合も未発表であること。
ただし、編集委員会が認めた場合はこの限りではない（事前に承諾を得ること）。⑤⑥⑦については、査読の手続きを経ずに編集委員会において採否の決定を下すことができることとし、投稿資格は原則として本コースの教員（特任、客員および非常勤教員を含む）に限ることとする。

1 研究論文
2 コンテンツ（新聞連載用企画記事、雑誌特集用記事、ドキュメンタリー、webなど）

3 書評
4 評論
5 研究・実践報告（研究ノート、シンポジウム報告など）
6 インタビュー
7 その他編集委員会が認めたもの（随筆、エッセイ、紀行文など）

Ⅲ　執筆・制作要領
1) 使用言語　
　　　日本語または英語
2) 字数（論文等の場合）
　　 ・日本語の場合、20,000字（400字詰原稿用紙に換算して50枚）以内とする。
　　 ・英語の場合、10,000語（words）以内とする。
　　 ・映像・Webコンテンツなどの場合は事前に編集委員会に相談し、指示を受ける。
3) 論文の形式等
・原則として、Microsoft社のWordで執筆する（A4版、40字×40行）。
・本文に使用するフォントはMS明朝体（10.5ないし11ポイント）、欧文はTimes New Roman（10.5ないし11ポイント）を使用する。
・他のテキストエディタやワードプロセッサを使用する場合、Microsoft Wordに支障なく変換できるものであること。
・書式（スタイル）は、MLAやAPAなどの一般的な方式に沿って統一する。原稿内で統一されている限り、書式は問わない。
　・・書式の詳細は以下のとおりである。
　4) 活字系コンテンツ、書評、評論など
・形式は問わない。申し込みの段階で編集委員会に相談した上で、指定された形式に整えること。
　5) 映像／webなどのメディアコンテンツ
　　・制作物の概要：4,000字（英語の場合は2,000語）以内。書式等は論文に準じる。
　 　・画像：映像作品の場合はシーンのスティル画像、webコンテンツの場合はスクリ　　　　　　
　 　　ーンショットを中心とし、その他必要に応じて関連する画像を用意すること。
　 　・画像形式：PCT、BMP、JPEG　　画像解像度：150dpi以上
　
　6) 提出方法
　　・論文等については、A４版に印刷し、氏名を明記したもの1部と匿名のもの２部の計３部を編集委員会に郵送あるいは直接持ち込みで提出する。直接持ち込みの場合、可能な限り、全学教育棟３階302号室のメディア・プロフェッショナルコース事務室の開室時間中に提稿することとする。コンテンツ等についても同様の扱いとする。
・採録が決定した場合、さらに記録媒体（CD、DVD、USBメモリ等）も提出する。
・掲載が決定した場合、メディア・プロフェショナルコースの公式サイト及び国立情報学研
究所・電子図書館サービス（NACSIA-ELS）での公開に承諾をいただく必要があります（公
式HP参照：URL）。
Ⅳ　審査
1) 編集委員会は、一編の論文あるいはコンテンツにつき、２名の審査委員を委嘱する。
2) 審査委員は委嘱された原稿・コンテンツを以下のいずれかに判断し、必要に応じて所見等を付け加えて編集委員会に提出する。
　　　　A： 無修正掲載可（字句のみの訂正を含む）
　　　　B： 修正後掲載可（修正後再審査必要なし）
　　　　C: 修正後再審査
　　　　D: 掲載不可
3) 編集委員会は、２名の審査委員の評価を総合的に判断し、最終的に上記A～Dのいずれに該当するか決定し、投稿者に速やかに結果を通知する。編集委員会が必要と認める場合、編集委員会は１名の審査委員を追加して委嘱し、審査委員計３名の評価を基に総合的に判断することができる。
4) 「C: 修正後再審査」となった場合、再審査を要請した審査委員が再査読を行い、「掲載可」あるいは「掲載不可」のいずれかに評価する。編集委員会はその結果を受けて、総合的に判断して掲載の可否を決定し、投稿者に速やかに結果を通知する。
Ⅴ　スケジュール
　　原稿提出期限　　2012年10月19日（金）必着（締切厳守）。

　　　　　　　　　 審査、校正等を経て年度末に発行予定　。
Ⅵ　問い合わせ・投稿先
　　・〒464－8601名古屋市千種区不老町
　　　　名古屋大学大学院国際言語文化研究科B4-5（700）
「メディアと社会」編集委員会　（エドワード・ヘイグ）
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